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ゴルバチョフ大
統領が、いよ
自にしなければなるまい。

側の過去の限り（シベリア抑留・・ある租の
国際的コンセンサスの
る昨今である1

いよ十六日に来日する。ソ連
ゴルバチョフ大統領にと刀て
問題など）への雷及とともにハ．
前宍日本
側が自主
墨絞める
そのエリツィン議長は、いわ

は、北の隣国であるばかりか、
は、一連の政治危機はもとよ
ゴルバチョフ提案に含まれる可
ととにもなろう。
l

ばポピュリスト（民衆主接）
的

帝政ロシア以来の政
市大国であ
り、
経済の不接、和学技術の立
能性が大きい。．
‘．

、
しかも先月の小沢自民党幹事
大党政治家であり、領土問題で

りながら、これまで一度も最高
ち遅れといった圏内事情が深刻
北方領土問題では、日ソ宍同
長訪ソ広見られたように、
北方
はゴルバチョフ大統領以上に保

・
指導者の訪日がなかったのだか
であればあるほど、日ソ関係の
宣言（一九五六年）・に基つ℃ニ
領土返還と引き換えに巨額の経
守胸、というよりは国粋派だ之

一
ら、この事実は、
日ソ関係が睦
打闘が必要だろう。それだけに
島返還そ一気に提案してくるか
済援助そ志らつかせるぷうなこ
いえよう。ζの点ではh国際政・

一
史的にもいかにアブノーマルだ
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：一，明治二十四年、
後にロシア畠官官

。

盟の中で臼ソ闘係の打闘に濁め

お拶一
になったニコライ・アレクサン
今回の節目が、ソ速にとって不

るべきだろう。

r

ドロヴィッチ皇太子が来日して
満足な
結果にならないよう、ま

最後に、ゴルバチョフ大統領

大
串郁件（阜太子
襲撃事件）
が
た日本国民民後ろ指そさされる

の訪
日期間は極めて短いが、
改

起こってから、
ちょうど百年目
ζとにならないよう、
周到な外

革派と
保守派の狭間（はざまy

k当たる。
ゴルバチョフ節目
交戦略と対日布陣を整えて来日

に立つゴルバチョフ大統領応、

は、次の百
年間の
友好関係の節、するに違いない。

市場経済広蓋つく日本社会の活

焦点の北方領主問題だけが突

力と到率性そ十分に見てもらう

出しないように、より多面的で

ことζそ、当面の北方領土問題

グローバルな視野からの政策を

にもまして、長期的にはより重

提示するだろうととも、ほほ推

要な事柄だと私は思う。

測できる。たとえば、北太平洋

「東京外国語大学教授・J

地域での軍縮・
軍備管理、アジ

r国際関係論

」
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もしれない。この点では、過般
とは、ソ連国民の臨情そ傷つ

の米ソ沼
縮交渉や対ヨーロッパ
けべ
結果的に日本の選択肢が』狭

政策に見られたように、
政策よ
めることにもなりかねない。
も

の述係（リンケージ）そ伴う
とより日ソ経済協力は必要だ

「一方主犠（ユニラテラリズ
が、そもそも経済援助や経済協

ム）」は、ゴルバチョフ大統領
力民
間伊返りそ期待するζとは、

が最も得意とするととも見てお
外交の正道ではない。

くべきだろう。

ペレストロイカが思わぬ苦境

そのような多元的でダイナミ－K陥っている今日のソ連は、当

ツクな外交政策応対して、日本
面、述邦制を
維持せざるそ得な

側が
問砲を

専九五方領土一括返
いであろうが、
将来は述
邦制解

辺、もしくは四品の主
担盗聴に
体へと動いてゆこう。北方領土
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